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鉄筋により補強された砂地盤の支持力特性Ⅳ
BearingcapacltyPerformanceofSalldGroundReinforcedwithSteelBars(ⅠⅤ)
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3-3 鉛直に補強材を配置 した場合一タイプB一

図27,28に示すように,伸張補強材を.鉛直に配置し

たことによる支持力の増加の程度を調べた.補強材の長

さは,7cm と14cmである.補強材の表面には全てア

ルダイ トで砂粒子を付着させてある.図27,28に示す補

強材配置法はE48に示すタイプBO)伸張補強材のいろい

ろありうる配置法のうちの1つであり, 他の配置法につい

ての実験は継続中である.図29にはフーチング荷重～フー

チング沈下量関係を示すが,補強されていない場合と比

べると,実に2倍 も支持力quが増加していることがわか

る (図30)･K50の増加量はそれほどではない(図31).こ

れは,この地盤補強法は間接的なものであり,フーチン

グ下の砂がある程度圧縮 してから,効果が出て くるか ら

であろう･非常に興味深いことは,フーチング沈下量が

20m印 になった後補強材を謝べても,目視では全 く変形
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図27 鉛直伸張補強材の配置法と,フーチング沈下量20mmの

ときの地盤の形状 (i-7cm)
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が認められなかったことである･ これは,曲げをあまり

受けずに伸張補強材として有効に働いた証拠であると思

われる.また,i-7cmのときは円弧状のすべり線が発

生 したが,L-14cmの時は,円弧状のすべり線は発生せ

ずパンチングのような現象が生じた.図32に q-qu およ

びフーチング沈下量が15mmのときのフーチング側方で

の地表面変位を示す.補強 していないときに比べるとフ
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図28 鉛直伸張補強材の配置法と,フーチング沈下量20mmの

ときの地盤の形状 (エ-14cm)
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**横浜国立大学 *****日本大学生産工学部 図29 密な砂地盤でのフーチング荷重～フーチング沈下量の開
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